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安
全
な
透
析
へ
創
意
工
夫

４
病
院
が

コ
ロ
ナ
対
策
報
告

第
３１
回
北
海
道
臨
床
工
学
会

（会
長

・
大
宮
裕
樹
Ｋ
Ｋ
Ｒ
札
幌
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床
工
学
科
長
）
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「錦
整
ロ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
１

１９
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
と
活

躍
」
で
は
、
札
幌
厚
生
、
市
立
釧
路
総
合
、
市
立
札
幌
、
小
樽
市
立
の
４
病
院
の
臨
床
工
学
技
士
が
、
安
全
な
透
析

医
療
の
実
現
に
向
け
た
感
染
対
策
を
報
告
し
た
。

析
装
置
用
供
給
配
管
を
設
置

し
て
お
り
、
地
方
な
ら
で
は

し
、
単
身
用
透
析
装
置
等
も

の
密
な
関
係
性
の
構
築
に
自

用
意
。

周
辺
の
施
設
と
透
析

信
を
見
せ
た
。

の
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、

菫
ヱ
札
幌
病
院
臨
床
工
学

釧
根
地
区
技
師
会
で
開
設
し

科
の
板
坂
竜
氏
は
　
隔
離
透

た
災
害
用
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

析
に
つ
い
て
報
告
。
陽
性
の

卜
を
活
用
。
感
染
第
１
波
で

透
析
患
者
を
感
れ驀
病
棟
で

は
、
透
析
患
者
の
パ
ン
デ
ミ

透
析
し
て
い
た
が
、
感
染
患

札
幌
匿圧

工病
院

臨
床
工
学

技
術
科
の
阿
部
翔
大
氏
は
、

「透
析
室
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
‐

１９
感
染
対
策
と
経
験
」
と
題

し
、
具
体
的
な
対
策
例
を
紹

介
。
透
析
ベ
ッ
ド
間
に
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
枕
、
掛
け
布
団
、

襟
元
に
カ
バ
ー
を
使
用
し
、

患
者
の
ラ
ウ
ン
ジ
を
使
用
禁

止
と
し
た
ほ
か
、
レ
イ
ア
ウ

ト
変
更
し
て
椅
子
の
間
を
空

け
た
と
い
う
。

陽
性
患
者
発
生
時
の
対
応

と
し
て
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

を
作
成
し
、
透
析
は
専
用
病

棟
、
隔
離
室
、　
一
般
の
３
パ

タ
ー
ン
を
用
意
。
病
棟
で
行

う
際
は
、
装
置
の
動
作
音
に

患
者
が
驚
く
こ
と
も
あ
る
た

め
、
配
置
位
置
を
工
夫
す
る

こ
と
を
注
意
苫
〔に
挙
げ
た
。

菫

工
釧
路
総
合
滴
既

臨
床

工
学
室
の
土
岐
勇
人
氏
は
、

感
染
対
応
可
能
な

病
棟

へ
透

ッ
ク
を
警
戒
し
、

し
た
と
報
告
し
た
。

ま
た
、
慢
拝
”維
持
透
析
を

行

っ
て
い
る
１３
施
設
で
、
透

析
実
務
者
会
議
を
実
施
。
釧

根
地
区
で
の
コ
ロ
ナ
陽
性
透

析
患
者
発
生
時
の
対
応
策
を

策
定
し
、
陽
性
患
者
の
受
け

入
れ
方
法
、
濃
厚
接
触
患
者

へ
の
対
応
方
法
、
満
床
時
の

対
応
策
な
ど
を
ま
と
め
た
。

道
臨
工
が
、
透
析
医
療
の

継
続
を
図
る
た
め
に
道
や
透

析
関
連
学
会
等
と
進
め
て
い

る
人
的
支
援
で
は
、

２０
人
が

支
援
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
登
録

当
初
は
難
し
か

っ
た
機
器
操

作
を
工
夫

・
解
決
し
て
い
く

中
で
、
自
信
を
持
ち
向
上
心

が
育
ま
れ
た
と
い
う
。

各
自
が
戦
略
を
決
め
て

５
人
１
組
で
挑
む
ゲ
ー
ム
で

は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
自
身
の
役
割
を

明
確
化
。
ゲ
ー
ム
の
コ
ー
チ

な
ど
仕
事
に
つ
な
が
る
好
循

環
を
生
ん
で
い
る
。

ゲ
ー
ム
練
一誓
璽
の
増
加
に

伴
い
発
症
の
危
険
性
が
高

ま
る
手
根
管
症
候
群

へ
の
対

策
な
ど
、
課
題
は
い
く
つ
か

あ
る
が
、

メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ

ー
ト
の
必
要
性
を
発
信
し
つ

つ
、
普
及
を
目
指
し
て
い
く

者

え
だ
。

田
中
氏
は
、
「
何
か
を
始

め
る
き

っ
か
け
を
提
供
し
、

障
害
の
有
無
を
超
え
た
出
会

い
の
場
に
し
た
い
」
と
、
誰

で
も
参
加
で
き
る
ゲ
ー
ム
環

境
整
備
に
向
け
て
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
２０
年
４
月
に
一堅
ヱ

し
て
い
る
。

体
が
不
自
由
で
美
容
室
に
行
け
な
い
、
聴
覚
障
害
な
の
で
意
思
疎
通
が
難
し
い

と
い
っ
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
支
援
す
る
福
祉
美
容
師
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

札
幌
市
で
運
営
す
る
サ
ロ
ン
を
拠
点
に
訪
間
美
容
を
行
う
関
川
さ
と
み
氏
に
話
を

聞
い
た
。

福
祉
美
容
師

関

川

さ

と

み

氏

同
時
に
３
台
ま
で
透
析
可
能

に
。

一
方
、
徹
底
し
た
Ｐ
Ｐ

Ｅ
、
ゾ
ー
ン
ニ
ン
グ
な
ど
に

伴
い
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
は
想

像
以
上
に
大
き
く
、
複
数
の

感
染
病
棟
が
あ
る
場
合
は
、

監
視

モ

ニ
タ
ー
、
生
体
情

報
モ
ニ
タ
ー
は
必
須
と
訴
え

た
。小

樽
菫

工
病
院
臨
床
工
学

科
の
前
祥
太
氏
は
、
陽
性
患

者
の
対
応
を
解
説
し
た
。
透

析
室
は
ゴ

処
熱
能
力
が
弱
い

幌
”

研
修
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化

ラ
札
ァ
　
低
コ
ス
ト
で
簡
単
動
画
作
成

者
の
拡
大
で
対
象
病
床
を
増

床
し
た
の
に
伴

い
、

４
床

の

大
部
屋
を
ミ

ニ
透
析
室
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
と

い
う
。

排
液
は
飛
散
防
止
な
ど
の

感
染
対
策
を
徹
底
し
、
個
室

の
隔
離
透
析
室
な
ど
を
含
め

豊
平
区
の
札
幌
ラ
イ
ラ
ッ

ク
病
院

（
志
田
勇
人
理
事

長
、
本
庄
恭
補
院
長

・
１
６

７
床
）
は
、
職
員
の
院
内
研

修
に
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
を
採

用
。
低
コ
ス
ト
で
運
用
で
き
、

利
便
性
の
良
さ
か
ら
、
参
加

者
増
に

つ
な
が

っ
て
い
る
と

い
う
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感
染
拡
大

を
受
け
、

定
期
的
な
研
修
会
は
休
上
し

て
い
た
が
、
感
築
対
策
を
含

め
、
全
ス
タ
ッ
フ
向
け
の
研

小
児
神
経
筋
疾
患
患
者
に
ｅス
ポ
ー
ツ
　
　
麟
舛

ゲ
‥
ム
通
じ
社
会
参
加
支
援
協
レ

西
区
の
北
海
道
医
療
セ
ン

タ
ー

（菊
地
誠
志
院
長

・
６

７
２
床
）
は
、
作
業
療
法
士

を
中
心
に
、
小
児
紬
隷
筋

疾

患
で
入
院
す
る
患
者
の
ケ
ア

に

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
複
数
人

が
競
う
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

遊

び
や
学
び
、
社
会
参
加
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

発
案
者
は
、
神
経
筋

・
成

育
セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン
室

の
田
中
栄

一
作
業

清
法

士
。

小
児
期
に
発
症
す

る
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
、

脊

髄

塩

業

一縮
症
な
ど

の
檀

維

筋
疾
患
を
専
門
と
す
る
国
立

八
雲
病
院
に
１
９
９
８
年
に

入
職
し
、
患
者
が
養
一蓼

子
校

卒
業
後
に
、
役
割
を
持

っ
て

主
体
的
に
生
き
て
い
く
た
め

の
支
援
を
開
始
し
た
。

外
出
が
難
し
く
仕
事
を
見

つ
け
る
チ

ャ
ン
ス
が
少
な
い

患
者
に
、
遊
び
を
通
し
て
出

会

い
や

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

つ
く
る
ツ
ー
ル
と
し
て
ゲ
ー

ム
を
活
用
。

手
が
不
自
由
で

全
介
助
を
要
す
る
患
者
で
も

ゲ
ー
ム
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
等

を
操
作
で
き
る
よ
う
改
良
を

重
ね
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
部
を
立

ち
上
げ
、
院
内
で
大
会
を
開

け
る
体
制
を
整
え
た
。

国
立
八
雲
病
院
は
２
０
２

０
年
に
廃
止
さ
れ
、
北
海
道

医
療
セ
ン
タ
ー
が
機
能
と
患

者
を
引
き
継
い
だ
。

「
年
齢
や
障
害
の
程
度
が

異
な
る
患
者
に
、
ゲ
ー
ム
と

い
う
共
通
点
が
生
ま
れ
、
何

か

一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ

る
集
団
と
し
て
形
に
な

っ
て

き
た
」
（田
中
作
業
療
法
士
）
。

介
護
施
設
で
の
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
経
験
が
豊
富
で
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
も
あ

る
。
「
春
だ
か
ら
桜
色
に
髪

を
染
め
よ
う
か
」
な
ど
提
案

す
る
う
ち
に
、
認
知
症
で
も

す

の
患
者
を
は
じ
め
、
精

神

・
視
覚

・
聴
覚
障
害
な
ど

の
２０
代
女
性
が
目
立
つ
。　
一

般
の
美
容
室
で
は
車
い
す
だ

と
入
店
を
断
ら
れ
る
こ
と
も

多
く
、
視
覚
障
害
者
は
、
髪

支援
佳
Ｅ

ヽ
‘ザ
林

推

を
開
業
し
た
。

―
‐
美
容

室

の
設
備

や
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

周
囲
の
目
を
気
に
せ
ず
に

済

む

よ

う
完

全

予
約

制

と

し
、

ヘ
ア
ー
カ
ッ
ト

・
ヘ
ア

た
め
、

の
空
気
が
入
れ
替
わ
ら
な
い

可
能
性
が
あ

っ
た
た
め
、
当

初
は
陰
圧
室
の
あ
る
病
棟
個

室
か
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
Ｃ
Ｈ
Ｄ
Ｆ
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

陽
性
疑
い
患
者
を
受
け

入
れ
た
当
初
は
、
病
棟
陰

圧
室
で
個
別
に
工
い∞
Ｆ
計
―

コ
ｏ
ｌ
の
Ｃ
Ｈ
Ｄ
Ｆ
を
実
施

し
た
が
、
台
数
、
効
率

・
除

去
性
能
、
ス
タ
ッ
フ
確
保
が

問
題
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、

陰
圧
管
理
可
能
な
部
屋
で
透

析
で
き
る
よ
う
に
隔
離
陰
圧

室
を
整
備
。
そ
の
後
は
外
来
、

入
院
患
者
が
同
時
に
透
析
可

能
と
な
り
、
紫
外
線
照
射
装

置
の
導
入
で
、
エ
ア
レ
ー
シ

ョ
ン
時
間
が
軽
減
し
、
２
部

ま
た
は
３
部
透
析
が
実
現
し

た
と
説
明
し
た
。

修

・
勉
強
会
の
必
要
性
が
増

し
て
い
た
た
め
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
開
催
を
決
め
た
。

講
師
が
（鮮

し́
た
研
修
会

用
の
ス
ラ
イ
ド
に
解
説
立
塁
戸

を
入
れ
て
動
画
化
し
、
Ｙ

ｏ

ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ

ｅ
に
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
し
て
い
る
。

当
初
は
ス
ラ

イ
ド
を
印
刷
し
、

配
布
す
る

こ
と
も
考
え
た
が
、
表
示
で

き
る
情
報
量
が
限
ら
れ
、
分

か
り
に
く
い
な
ど
の
問
題
も

あ
っ
た
た
め
、
動
画
形
式
を

取
り
入
れ
た
。

ス
ラ
イ
ド
は
市
販
の
パ
ソ

コ
ン
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
使
用
。
動
画
や
音
声
入

力
機
能
が
備
わ

っ
て
い
る
た

障 害 の 程 度 が 異 な る 患 者 が 集 ま り eス
を楽 しん で い るツ

美
容
室
は
少
な
い

ガ肝
美

容
を
行
い
た
く
て
も
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
設
備
が
な
い
か
ら

と
、
あ
き
ら
め
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
聞
い
て
い
る
。

福
祉
美
容
サ
ロ
ン
を
増
や

いつでもどこでも視聴できると好評だ

道

　

薬

北

海

道

薬

学

大

会

５
月
２２
日
か
ら
開
催

道
薬

（竹
内
伸
仁
会
長
）

は
、
第

６８
回
北
海
道
薬
学

大
会
を
５
月
２２
日
か
ら
２
日

間
、
開
催
す
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（白
石
区
）

か
ら
の
ラ
イ
ブ
配
信
形
式
と

め
、
録
音
用
デ
バ
イ
ス
を
用

意
す
る
だ
け
で
済
ん
だ
。
ま

た
、
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ

ｅ
へ
の

ア

ッ
プ

ロ
ー
ド
は
無
料
の
た

め
、
低

コ
ス
ト
で
準
備
で
き

る
。院

内
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の

お
知
ら
せ
欄
に
、

動
画
の
Ｕ

す
る
こ
と
で
、

パ

ソ
コ
ン
だ

け
で
は
な
く
、

ス
マ
ー
ト

フ

ォ
ン
や
タ
ブ
レ

ツ
ト
な
ど

の

擁
帝
端
末
で
い
つ
で
も
視
聴

可
能
。

動
画
は
、
空
き
時
間
で
も

気
軽
に
観
ら
れ
る
よ
う

１０

～
１５
分
程
度
に
ま
と
め
て
お

り
、
合
間
に
表
示
さ
れ
る
４

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ア
ン
ケ

ー
ト
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と

で
受
講
が
認
証
さ
れ
る
仕
組

み
だ
。

感
染
対
策
が
テ
ー
マ
の
研

修
会
は
、
「
必
要
な
時
に
何

度
で
も
観
ら
れ
る
」
と
好
評

で
、
従
来
に
比
べ
て
参
加
者

が
増
え
た
と
い
う
。

一
方
、
動
画
視
聴
の
環
境

が
整

っ
て
い
な
い
、
あ
る
い

は
イ

る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
と
い

っ
た
職
員
に
は
、
安
全
性
や

利
便
性
の
良
さ
を
説
明
し
、

理
解
を
求
め
て
い
る
。

観
た
い
と
き
に
観
ら
れ
る

良
さ
を
生
か
し
、
今
後
は
医

療
安
全
を
テ
ー
マ
に
、
各
種

医
療
機
器
の
取
り
扱
い
、
管

理
方
法
な
ど
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

し
て
も
活
用
で
き
る
内
容
を

計
画
し
て
い
る
。

ま
で
視
聴
可
能

で
、
２
日
間

で
は

最

大

６

題

視

聴

で

き

る
。そ

の
他
の
講
演
は
以
下
の

通
り
。

▼
人
生
の
最
終
段
階
に

お
け
る
薬
剤
師
の
か
か
わ
り

（仮
）
＝
大
友
宣
氏

（静
明

館
診
療
所
）
▼
薬
剤
師
を
巡

る
諸
問
題

（仮
）
＝
磯
部
総

一
郎
氏

（日
薬
専
務
理
事
）

＝
赤
羽
根
秀
宜
氏
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